
濃縮度試験報告書

1．試　料　名

構　造　式

2一メルカプトイミダゾリン

（試料廠K－578）
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2．試験期間

IRスペクトル〔図一15参照）

白色針状晶

198℃（試薬資料による）

約100多〔　　　　一級試薬使用）　　～

対水　1％以上

対メタノール，アセトニトリル，酢酸エチル，

　クロロホルム，アセトン　1000ppm以上

対ベンゼン，旦鱗サン　1000ppm以下

昭和57年7月21日～昭和57年10月
18日

5　試験方法及び条件

擦藩擁騨・齢濃
51　TLm試験
　（a）　試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸1　　　ヒメダカ　平均体重　巳25g　塩化第二水銀検定合格魚

　　噌　田端健二：用水と廃水，14，マ297～1505（1972）

　（b）溶解法

　　　供試物質4gに脱塩水を加えて2乙に定容し、2，000

　　　　ppm〔w／v）の水溶液を調製した・

　〔c）試験温度　　25士ゴ℃

　（d）試験結果

　　　　48時間TLm値：1000PPm〔w／v）以上

　　　　　　　　　　　　　　　〔図一2参照）

こ2　濃縮度試験

52、1　試験条件

（a）水系環境調節装置　　流水式

　　　試験水槽

　　　　ガラス製

　　　　容　　量　　100乙

　　　　流zk量　 582∠／日
　　　　　　　軸2．　　　　　　　　　　．
　　　　原　液　　、希釈水＝4冠〆分．400認〆分



　　礎　　5・1（b）で調製した水溶液を希釈して原液とした

　　　　　　第1濃度区用原液　　100ppm（w／v）

　　　　　　第2濃度区用原液　　　10ppm（w／v）

㈲　試験魚

　　　コィ　平均体重　　26．59

　　　　　　平均体長　　10．0㎝
　　　　　　　　　　　幹5　　　　　　平均脂質含量　　　　4．5舶

　　・5　E．G、Bligh　and　WJ，Dyer、OarL　J」B…ochemPhγ8io工．、

　　　　57，911口959）

〔c）　外部消毒及び順化

　（1｝　外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸ク口口テトラサィク1∫ン水溶液

　　　　で24時間薬浴を行った

　（2）　　1腰｛　　　　イヒ

　　　　25℃×14日間

〔d）試験醍度　　25士1℃

（ε）　水槽中の溶存酸素量

　　　図一て1及び12参照

（f）水槽濃度

　　設定理由

　　　精農：よぐ定量できる濃度は可．8ppm（図一5参照）で

　　　ある。水分析時の前処理操作にむいて20倍濃縮して

　　　回収率が8Z5弼であり、水槽濃度の低下をて0努と見

込み・第2濃度区のzk槽濃度をα1ppmと設定した。

第1濃度区は第2濃度区の10倍に設定した。

（計算式）　　第2濃度区の水槽濃度は

　　　　　1．8
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　供試物質

濃縮倍率を求めるための平均濃度〔単位p函聾ん）

2　W 5　W 4　W 6　W

第て濃度区
945 954 967 954

第2濃度区
955 94．9 96．8

『96．2

五2・2　分析条件

（a）　使用分析機器及び条件

装
力
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溶
検

ラ
定
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出

置
ム
相
厳
器

高速液体ク・マトグラア型一〇BC組立

0．5mX4肌φ，ステンレス製

UnisilQ　〔OD8）

aOO2Mりん酸水溶液

UV－VI8分光光度計255nm
型一UV　IDEO－100



（b）標準溶液の調製法

　　　供試物質巳1gを精拝し脱塩水に溶解後、全量を100膨

　　　に定容して1000ppm（w／v）の標準液を調製した。

　　　これを脱塩水で希釈して所定濃度の標準溶液を調製し

　　　た。

（c）　分析試料の前処理

　（1）　魚　体

　　　　　　　　　　試　験　魚

　　　　　　　　　　　　　・体重，体長測定
　　　　　　　　　　　　　・細片化
　　　　　　　　　　　　　∵認；窒ノ0認／・2回

　　　　　　　　　　　　　・吸引ろ過

　聲　渣　　　　　抽　出　液

　　　　　　　　　　　　　∵痘㌻サン10叫x2回

・　　　座
　　　　　　　　　　　　　・定容　250雇〔メタノッレ）
　　　　　　　　　　　　　・カラムク・マトグラフ法聾4〔50祀負荷）

　　　　　　　　　　溶出画分

　　　　　　　　　　　　　・濃縮　10旙
　　　　　　　　　　　　　・超音波照射
　　　　　　　　　　　　←クロロホルム　40冠
　　　　　　　　　　　　　・カラムクロマトグラフ法聾5（全量負荷）

　　　　　　　　　　溶出面分

　　　　　　　　　　　　　・乾固
　　　　　　　　　　　　　・定容　10冠⊂脱塩水）
　　　　　　　　　　　　　・超音波照射
　　　　　　　　　　　　　。ろ過（ミリポアフィルター〕

　　　　　　　　　國

上記操作による回収率〔供試物質150μg添加）94．4％



　カラムクロマトグラフの条件

　蒔4　クロマト管　　　20襯φ，ガラス製

　　　　充てん剤　　5％含水中性アルミナ佃9（ウェルム社製）

　　　　　　　　　　　　〔メタノールで充てん）

　　　分画法：第1画分　　　メタノ→レ　　　50諺

　　　供試物質は第1画分に溶出する

　督5　ク・マト管　　　20砂，ガラス製

　　　充てん剤　　　5％含水中性アルミナ佃9〔ウ望ルム社製）

　　　　　　　　　　⊂ク・・ホルムで充てん）

　　　分画法：第1画分　　20多メタノ→／クロロホルム　　50諺

　　　供試物質は第1面分に溶出する。

（2）試験水

　　　　　試　験　水

　　　　　　　　　　　　　　　第1濃度区　第2濃度区
　　　　　　　　・採水　　　．　　20認　　　200諺
　　　　　　　　・濃縮
　　　　　　　　・ろ過〔ミリポアフィルター⊃

　　　　　　　　・定容10泌（脱塩水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1区gz3勇上記操作による回収率（供試物質20μg添加〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2区8Z5％

4．　試験結果

4・1　供試魚の状態

　　外観観察結果　正常

42　濃縮度試験の結果

　　表一2　供試物質の濃縮倍率

2　　W 5　　W 4　　W　　　　6　　W

第1濃度区
（α2）

､2以下

（o．5）

kα5）

α2以下　　a2以下
､2以下　　α2以下

第2濃度区
1．8♪

P．8以下

1．8以下

P．8♪

1．8以下i　1．8以下工8以下！1．8以下　　　F

参参値：⊂　）で表示

な沿試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

魚体中濃度（ppm） 濃　縮倍　率 計算方法（P即）

A精度よぐ定量でき

髞ﾍ囲 52　以上
第1区　5．3以上

謔Q区　33以上
O　　　　　D
　　×ﾄ00　　　ExF

参考値の範囲 α2　～　32
第1区α2～5．5

謔Q区1．8～35

B
検出限界の範囲 α2　以下

第1区　α2　以下

謔Q区　て．8　以下
O　　　　　D　一

　　×P00　　　ExF

A・精度：よぐ定量できる濃度＝

B・検出限界の濃度’〔S／N＝2）：

0　・回　 収　 率　　：　　94．4％

D・魚体重：50g

1．8ppm（図一5参照）

alppm⊂図一3参照）

E・最終液量：10冠

F・分取比：　5
以　上




